
のと里山海道

北陸新幹線

道
車
動
自
陸
北
海
東

小松空港

金沢大学

富山空港

福光

五箇山

門前

富来

珠洲

能登

穴水

能登空港

能登島

志賀
七尾

白尾

内灘

金沢西

小松

金沢

金沢東

羽咋

金沢森本

富山

高岡

新高岡
高岡

和倉

日本海

輪島

津幡

旧小泊小学校の校舎が、里
山里海をテーマにした研究・
交流の拠点として生まれ変
わりました。現在、マイスター
プログラム受講生・修了生を
はじめ、地域住民、国内外の
研究者、県内外からの訪問
者で賑わっています。

■能登学舎　〒927ｰ1462 石川県珠洲市三崎町小泊３３ｰ７お
問
い
合
わ
せ

能登学舎が持つ様々な機能
・人材育成
・大学の教育研究拠点（里山里海、大気環境など）
・里山里海保全のNPO活動拠点
・コミュニティ・レストラン
・里山担当の市職員の事務所
・SDGsをテーマにした実験的試みの場
・里山里海をキーに集まった多様な人々の交流接点
・地区住民のイベントスペース、遊び場
・郷土の自然文化を知る博物館
・情報集約機能（図書館、インターネット、人）  など

●能登学舎へのアクセス
・ JR金沢駅より特急バスで約3時間（能登空港経由）

・ 能登空港より車で約60分

・ 金沢駅より車で約2時間30分

TEL    0768-88-2568
MAIL  meister@adm.kanazawa-u.ac.jp

2025.3発行

澤野 恵さん　能登里山里海SDGsマイスター2024年度
石川県金沢市在住・工務店経営

興味があっても実践しなければ、知識も人間関係
も深めることができない。受講させていただき私
が一番感じた事です。オンラインの受講も可能で
したがゼミ活動を通し、珠洲市の能登学舎へ行
き、回を重ねる度に仲間に会えることが楽しみに
なっていきました。能登半島地震が起こった事に
より、震災前、震災直後、そしてこれからの能登を
知る事ができる学びの場は持続可能なビジネス
スキームにつながると思います。

長江 健太さん　里山里海マイスタープログラム四期生（2016年度）
石川県珠洲市在住・公務員

珠洲に引越して２年目の2016年に能登のことを
知りたいという思いで受講しました。里山里海の
実践を知り、能登の営みが生み出す循環を学ぶこ
とができました。職場でもなく私生活でもない
サードプレイスでの学びがあったことと、マイス
ターに参加しなければ出会えなかった友人と出会
えたことは、珠洲での生活をより豊かにしてくれま
した。

山本（旧姓） 智恵さん　里山里海マイスタープログラム二期生（2013年度）
石川県鳳珠郡能登町在住・団体職員

地域づくりに興味があり勉強したいと思っていた
ところ、前の職場から案内でこのプログラムに出
会い、受講しました。能登の里山資源を活かして
生業をしている人やこれからしていきたい人、地
域の課題に取り組んでいる人などマイスターで出
会った仲間たちの熱いこと！受講しなかったら出
会うことがなかったつながりができ、能登町を元
気にする今の私の仕事に役立っています。

渡辺 茜さん　能登里山里海SDGsマイスター2024年度
岡山県倉敷市在住・会社員

祖父母が暮らす能登町は私の大切な場所で、これ
からの能登のために自分にできることを考えるた
め応募しました。すべてオンライン受講でしたが、
能登について知らなかったことを沢山学ぶことが
できました。オンラインゼミでは地震被害が起き
た社会や人々にアートが果たす役割などについて
学びました。これらのことを今後、能登の魅力を伝
えていくために活かしていきたいです。

▶ 「能登里山里海創業塾」で事業計画、資金調達のアドバイス

▶ 石川県等からの移住支援　助成金の申請などの支援
受講後の
サポート

多種多様な職種・背景をもつ受講生・修了生とのつながり
講義や実習には、プログラムを修了し、能登で活躍中の先輩たちが登場します。また、勉強会や交流会も行われます。修了生の経験に学び、交流の
ネットワークを拡げます。

多彩な職業
公務員（市、町、県など）、市議会議員、JA職員、
農林水産業者、食品加工業者、飲食店経営者、
報道関係者、デザイナー、染色家、医師、杜氏、
地域おこし協力隊員、主婦、醸造業者、保育士、
弁護士、JICA職員、協力隊出身者など

主な取り組み
●農業・6次産業化
●地域ビジネス・起業
●森林バイオマス活用

●環境教育・子育て
●ツーリズム

受講を通じて得た知識、経験、人脈を活かし、持続可能な里山里海の
構築をめざす同窓会組織です。

当団体は、マイスタープログラムを修了した多種多様な活動をする仲間た
ちで構成されています。マイスタープログラムを通して仲間たちとつながり、
活動が発展したり、仲間たち同士で新たな取り組みが生まれました。しかし、
持続可能な里山里海の構築には新たな仲間たちの活力がまだまだ必要で
す！ ぜひ私達と新たに繋がりましょう！

NPO法人能登里山里海
マイスターネットワーク

・修了生・関係者との連携づくり
・情報交換とディスカッション
・地元の若者との交流

・各自の活動の発展と能登の活性化
・地元に根付いた活動の展開
・多様な連携にもとづく新たな取り組み

Poi
nt

※別途、実習旅費等の自己負担があります。(2万円を超えない程度)

提出書類に不備等がないか確認のうえ、受領のお知らせと面接審査のご案内をお送りします。
受講料は、受講決定後、入講式までにお支払いいただきます。

※一部の講義について、事前に予告した上で、別会場で実施することがあります。
※室内講義（座学）はオンラインを併用したハイブリッド形式で行います。

プログラム詳細・募集要項はこちらからご確認ください

← プログラム詳細・最新情報はこちらから
https://meister.w3.kanazawa-u.ac.jp/

← 募集要項
https://meister.w3.kanazawa-u.ac.jp/recruitment/

内容を確認の上、必要書類を添えて申込フォームから送信

募集概要・応募方法

履修期間　2025年6月～2026年2月

募集定員　20名

応募期間　～2025年5月10日

募集対象　高等学校を卒業した方、もしくは同等程度の学力を有する方

受講料　　●実践探求型 ： 50,000円／1年間　　●知識習得型 ： 30,000円／1年間

会場　　　金沢大学能登学舎（珠洲市三崎町小泊33-7）

学び場としての「能登学舎」

い
まこそ

里
山
里
海
の

新たな可能性を

創造するトキ

能登里山里海SDGsマイスター
プログラムは文部科学省「職業
実践力育成プログラム」（BP）に
認定されています。

能登里山里海SDGs
マイスタープログラム

Voice 受講生の声

社会人向け
大学生も受講可能

金沢大学履修証明プログラム

受講生募集
能登里山里海の復興へ向けた
カリキュラムも予定しております。

2025年6月開講
2025年は6月～2月に実施



世界農業遺産「能登の里山里海」には、長い歴史の中で人々と自

然の間で培われてきた知恵と経験があります。

過疎高齢化の時代に今、まさに失われつつある里山里海に新た

な価値を見出し、地域の宝として育て後世につなげるための

「チャレンジ」が必要とされています。

私たち能登里山里海SDGsマイスタープログラムは、「能登の里

山里海」を起点に、志（こころざし）を持って集った多様な人々の間

での相互の学びあいを通じて、❶地域の課題を客観的に分析し、

❷新たな視点から価値を発見し、❸試行・実践を通じたプランの

具体化への支援に取り組みます。

令和6年能登半島地震や奥能登豪雨の影響を大きく受けた能登

地域、とりわけ奥能登において、過去・現在・未来それぞれについ

て、里山里海をはじめとした地域資源の価値を改めて学び、その

将来への継承を皆で考えることで、地域振興への貢献を目指し

ます。

能登の再活性化を担う
次世代のリーダーを育成

能登里山里海SDGs
マイスターの称号を取得

コースは「実践探求型」
「知識習得型」から選択可能

大学教員・フィールドワーカー等の
多彩な講師陣

第一人者からの講義を受講

世界農業遺産（GIAHS）での
地域づくり活動

●能登の里山里海に関する理解を深めたい方
●里山里海、SDGsの概念を活かしながら、地域課題解決
や生業の実践を目指す方

能登里山里海SDGs
マイスターに認定

●里山里海の価値を活かし、地域課題に取
り組む人材

●自然と共生する新たな「能登モデル」を発
信する人材

◆カリキュラム

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

●多彩な講義・実習

●室内講義はオンラインでも参加可能な
　ハイブリッド形式で開催

実践
探求型

知識
習得型

など...

入講 修了

能登里山里海SDGsマイスタープログラムは
文部科学省「職業実践力育成プログラム」（BP）に
認定されています。

これまでのプログラム修了者（マイスター）は

延べ262名
2024年は21名が修了

能登地方

68％

加賀地域

22％
県外

10％

◆受講者の居住地
　（2007年～2024年受講者・応募時）

うち

珠洲市：44％

能登町：19％

輪島市：14％

穴水市：  8％

（2024年度まで）

実践探求型

本タイプでは、所定の講義等の受講のほか、各自の興味・関心に従い、自身の
考察や、アイディア・企画などを「卒業レポート」として取りまとめ、提出してい
ただきます。
受講生一人ひとりに個別担任がつき、受講におけるサポートや、考察等をまと
めていくにあたり、必要に応じてアドバイスを受けることができます。

本タイプでは、所定の講義等の受講のほか、各自の興味・関心に従い、以下のいずれかを
目的とした研究テーマを設定し、「卒業課題研究」として取りまとめ、提出していただきます。

①現場での活動や実践を基盤とした地域社会の施策・取り組み等に関する実証的提案
②地域資源を活用した事業等の実行可能性や実現可能性に関する調査及び検証
③能登の里山里海を中心とした自然・文化や社会の持続可能性に関する学術的研究

なお、実践探求型を選択する受講生は、現地（能登地域）と密着し

た実践活動や探求活動を行っていただきます。

そのため、受講生一人ひとりに個別担任が付き、現地での活動等

に際して個別指導を受けることができます。また事業化や構想の

実現化に向けて、金沢大学先端科学・社会共創推進機構が有す

る幅広いネットワークを活かしたコーディネートやアドバイスを

優先的に受けることができます。

知識探求型では講義や実習を受けたことをもとに、
各自の学びや考えをまとめた卒業レポートを作成します。

実践探求型は各自の研究テーマを決めて卒業研究をします。
研究成果をまとめたレポートと資料をとりまとめて発表します。

講義は「本科コース」といい、提供される講義科
目、実習、ワークショップの内容は同一です。到
達目標および成果物として求める内容、個別指
導の有無に応じて「実践探求型」「知識習得型」
の2コースから選択できます。

2025年度は6月から翌年2月まで、基本的に月2回開催し
ます（修了式は3月を予定）。プログラムの特徴は講義（座
学、オンライン併用）と実践・実習を組み合わせて実施する
ことです。講義は能登半島・里山里海の特徴、過去に育ま
れてきた産業や生業、さらに自然災害との共生や対策など
について幅広く学びます。
地域活性化、復興を視野に入れたフィールド実習、実践型
のワークショップを行います。マイスタープログラムの修
了生や地域で活躍する方からの指導を直に受ける機会も
あります。

※現地実習はオンライン受講の設定がない場合があります。

講義資料・動画はアーカイブで閲覧、
視聴可能

実践的な講義や実習を受けながら　
自分なりの課題設定をして研究・探求

知識習得型

対面
または
オンライン

選択

研究プロジェクト統括
金沢大学 教授
篠田 隆行

金沢大学 特任准教授
中村 華子

金沢大学 特任准教授
山下 修平

講義・実習

卒業課題研究
（実践探求型）

フィールド研究
（課外実習）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月6月

隔週土曜日に実施

先進事例調査実習・能登里山里海調査実習

テーマ報告会 中間報告会 成果報告会

地域の復興の
力になりたい

地域課題を
解決したい

今こそ
能登について
学びたい

里山里海に
興味がある

など...

能登を世界に
アピール

地域の
リーダーとして

活躍

仕事に
役立てる

起業する

講義では各分野の第一人者の方から最先端の知
識を学びます。ゼミごとにテーマを分けて議論する
ワークショップ形式の講義も行います。グループご
とにディスカッションをして発表する機会もありま
す。災害復興に向けた取り組みの他、地域間交流、
持続可能な社会醸成に関する講義も行います。

能登の里山・里海を現地で学びます

能登半島が世界農業遺産になったのはどう
いう特徴があるからなのか、里山里海の生み
出す生態系サービスとは、そして里山の危機
とは、地震や豪雨による影響とその復興への
取り組み…など、講義に合わせて屋外での実
習や現地調査も行います。

能登の各地で活躍する方に
直接話を伺います

奥能登を中心に各地で活躍する方々や地域
作りに取り組む方の話を伺い、各地での実
践例を学びます。新しく作られたまちづくり
協議会や公民館活動などに触れ、グループ
ごとに議論したり提案したりする実習を行
います。

能登学舎での昼食は地域食堂で

能登学舎では地域の方たちが立ち上げた食堂
「へんざいもん」が営業します（開講日・予約
制）。地元食材の料理を味わいながら学びま
す。講義では地域食材、特産品に関する講義も
行います。

◆能登里山里海創業塾

希望者はマイスタープログラムの講義終了後に
開催する「能登里山里海創業塾」に参加して、事
業計画づくりとその改善、資金調達に向けた専門
家のアドバイスを受けることができます。

特定創業支援とは、「特定創業支援事業」（能登里山里海創
業塾もその一つ）による支援を受けた人が、創業に関する
様々なメリットを受けられる支援制度です。一定の要件を
満たした方は、該当する市町で証明書の申請が可能です。

講義はオンラインでも
受講可能

すべての講義に出席する必要が
ありますか？

実施した講義のうち6割以上に出席し、出席
レポートを提出することで単位を認定してい
ます。出席率が基準に満たない場合、補講レ
ポートを提出していただきます。

金融機関との連携で、基礎知識の習得から
事業計画づくりを通して事業化をサポート。

「特定創業支援事業」認定
（輪島市、珠洲市、穴水町、能登町）

共同実施者

受講料 ： 30,000円受講料 ： 50,000円

Vision Point

Point

Point

Point

Point


